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一
　
本
稿
の
狙
い

太
宰
治
「
貨
幣
」（『
婦
人
朝
日
』
昭
和
二
十
一
年
二
月
）
は
、「
七
七
八
五

一
号
の
百
円
紙
幣

（
注
１
）」

が
戦
前
・
戦
中
の
思
い
出
を
語
る
、
一
人
称
の
小

説
で
あ
る
。

語
り
手
の
百
円
紙
幣
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
今
で
こ
そ
「
賤

し
い
」
身
の
上
だ
が
、
生
ま
れ
た
頃
は
「
お
金
の
女
王
」
だ
っ
た
。
東

京
の
銀
行
で
こ
の
百
円
紙
幣
を
手
に
し
た
若
い
大
工
の
手
は
震
え
、
家

に
帰
る
と
さ
っ
そ
く
百
円
紙
幣
を
神
棚
に
上
げ
て
拝
ん
だ
と
い
う
。
医

学
生
の
顕
微
鏡
と
交
換
さ
れ
た
百
円
紙
幣
は
、
医
学
生
に
連
れ
ら
れ
て

瀬
戸
内
海
の
小
さ
な
島
の
旅
館
に
行
く
。
旅
館
で
医
学
生
に
「
捨
て
ら

れ
」
た
百
円
紙
幣
は
、
女
中
た
ち
の
話
か
ら
医
学
生
が
投
身
自
殺
を
し

た
こ
と
を
知
る
。
四
国
、
九
州
と
渡
り
歩
き
、
六
年
ぶ
り
に
東
京
へ
戻
っ

て
く
る
と
、
戦
争
末
期
、
東
京
は
変
わ
り
果
て
て
い
た
。
闇
屋
か
ら
闇

屋
へ
渡
り
歩
く
、
使
い
走
り
の
よ
う
な
毎
日
の
百
円
紙
幣
だ
が
、
そ
ん

な
生
活
に
も
一
つ
や
二
つ
、
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
出
来

事
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
つ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
子
持
ち
の

「
お
酌
の
女
」
と
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
大
尉
が
罵
り
合
っ
て
い
る
と
、
空
襲
警

報
が
出
て
、
爆
弾
が
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
き
た
。
女
は
す
ば
や
く
赤
ん

坊
を
お
ん
ぶ
し
、
酔
っ
て
歩
け
な
い
大
尉
を
救
う
べ
く
、
渾
身
の
力
を

振
り
絞
っ
て
大
尉
を
抱
え
て
田
圃
の
方
へ
避
難
し
た
。
夜
明
け
頃
目
を

覚
ま
し
た
大
尉
は
傍
ら
で
眠
る
女
に
気
付
き
、
語
り
手
を
含
む
百
円
紙

幣
六
枚
を
赤
ん
坊
の
肌
着
の
下
の
肌
の
背
中
に
押
し
込
み
、
逃
げ
て
い
っ

た
。
百
円
紙
幣
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
赤
ん
坊
の
背
中
を
温
め
、
太
ら
せ

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
で
き
ご
と
で
る
。「
貨
幣
」（
以
下
、
本
作

河

内

重

雄

太
宰
治
「
貨
幣
」
論

―
娼
婦
的
な
語
り
手
が
示
す
貨
幣
の
集
ま
る
べ
き
場
所
―
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と
す
る
）
の
作
品
梗
概
は
以
上
の
通
り
。

本
作
の
語
り
手
は
百
円
紙
幣
だ
が
、
そ
の
性
別
は
女
性
と
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
語
り
手
に
つ
い
て
、
鈴
木
直
子
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る

（
注
２
）。

　

ま
ず
は
、「
女
性
名
詞
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
「
紙
幣
」
が
、
ど

の
よ
う
な
仕
掛
に
よ
っ
て
次
々
に
〈
女
性
性
〉
を
纏
っ
て
い
く
か
、

確
認
し
て
い
こ
う
。「
ち
よ
つ
と
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ま
し
」「
ひ

よ
つ
と
し
た
ら
、
私
は
地
獄
へ
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い
わ
」「
あ

ら
、
本
当
で
す
わ
よ
」
な
ど
と
い
っ
た
女
言
葉
が
、「
女
性
名
詞
」

を
〈
女
〉
へ
と
実
体
化
さ
せ
る
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
く
た
く
た
に
疲
れ
て
、
自
分
が
い
ま
誰
の
懐
の
中
に
ゐ
る

の
や
ら
（
略
）
さ
つ
ぱ
り
見
当
も
附
か
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
、

そ
の
所
有
者
の
不
明
ま
た
は
不
在
が
示
唆
さ
れ
る
や
、
そ
れ
は
た

ち
ま
ち
所
有
者
の
な
い
女
性
身
体
、
流
通
す
る
女
性
身
体
と
し
て

の
娼
婦
性
を
お
び
て
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
る
。「
お
金
の
女
王
」
と
し

て
銀
行
で
「
は
じ
め
て
」
渡
さ
れ
た
と
き
（
処
女
喪
失
）
の
相
手

の
「
手
は
少
し
震
へ
て
ゐ
」
た
が
、
着
物
の
代
わ
り
に
質
屋
に
持

ち
込
ま
れ
て
最
初
の
交
換
（
売
春
）
を
体
験
す
る
や
、
医
学
生
に

「
捨
て
ら
れ
」、「
四
国
九
州
と
渡
り
歩
き
」「
む
ご
い
会
話
を
も
っ

て
手
渡
さ
れ
て
」
い
く
と
い
っ
た
娼
婦
の
よ
う
な
放
浪
の
過
程
が

示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
め
つ
き
り
老
け
込
」
み
、「
い
ろ
い
ろ
な

も
の
の
臭
気
が
か
ら
だ
に
附
い
て
」
し
ま
う
な
ど
、
汚
れ
て
い
く

身
体
性
が
強
調
さ
れ
る
に
お
よ
び
、「
女
」「
娼
婦
」
と
い
う
具
体

的
な
指
示
を
一
切
欠
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貨
幣
は
ま
さ

に
流
通
す
る
女
性
身
体
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

	

本
作
の
百
円
紙
幣
は
娼
婦
性
を
帯
び
た
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

一
点
だ
け
付
け
加
え
る
と
、
娼
婦
は
娼
婦
で
も
、
も
と
は
高
級
な
娼
婦

だ
っ
た
が
、
年
を
と
っ
て
安
い
娼
婦
に
な
っ
た
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の

娼
婦
で
あ
る
。「
生
れ
た
頃
に
は
（
略
）
お
金
の
女
王
」
で
、
若
い
大
工

な
ど
神
棚
に
あ
げ
て
拝
ん
で
い
た
が
、
戦
争
末
期
頃
に
は
「
闇
屋
の
使

ひ
走
り
を
勤
め
る
女
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

よ
う
に
言
え
よ
う
。

語
り
手
の
百
円
紙
幣
以
外
に
も
娼
婦
的
な
女
性
が
出
て
く
る
。
大
尉

の
命
を
救
う
お
酌
の
女
が
そ
う
だ
。「
毎
晩
か
う
し
て
、
酒
を
飲
ん
で
女

を
買
ふ
」
と
い
う
大
尉
か
ら
、「
ど
だ
い
お
前
は
、
け
し
か
ら
ん
ぢ
や
な

い
か
、
子
供
を
抱
へ
て
こ
ん
な
商
売
を
す
る
と
は
、
虫
が
よ
す
ぎ
る
よ
」

な
ど
と
言
わ
れ
、「
女
だ
も
の
、
子
供
だ
つ
て
出
来
る
さ
」
と
答
え
る
お

酌
の
女
を
、
語
り
手
は
「
人
間
の
職
業
の
中
で
、
最
も
下
等
な
商
売
を

し
て
ゐ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
こ
の
蒼
黒
く
痩
せ
こ
け
た
婦
人
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
女
性
も
娼
婦
、
そ
れ
も
安
い
娼
婦
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
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年
、
三
三
年
に
は
改
正
発
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
昭
和
一
四
年

に
強
制
通
用
力
を
失
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
百
円
札
の
改
正
は
昭

和
五
年
で
、
こ
れ
が
昭
和
二
一
年
三
月
ま
で
強
制
通
用
力
を
も
っ

た
札
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一
年
に
語
っ
て
い
る
百
円
札
は
、
は
じ

め
て
聖
徳
太
子
の
肖
像
を
印
刷
さ
れ
た
こ
の
札
と
同
型
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

	

安
藤
氏
は
本
作
の
語
り
手
の
百
円
紙
幣
を
、
昭
和
五
年
以
降
に
発
行

さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
引
用
は
控
え
る
が
、
井
原
あ
や
氏
も
同
様

に
、
昭
和
五
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
し
た
上
で
論
を
進
め
て
い
る

（
注
４
）。

紙
幣
発
行
の
歴
史
を
、
瀬
戸
浩
平
監
修
『
日
本
近
代
紙
幣
総
覧
』（
昭

和
五
十
九
年
八
月　

ボ
ナ
ン
ザ
）
を
参
考
に
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

最
初
の
百
円
札
が
発
行
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
。
通
用
期
間
は
八
月
十

三
日
か
ら
明
治
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
昭
和
五
十
九
年

頃
の
七
十
五
万
円
に
相
当
す
る
超
高
額
紙
幣
と
し
て
登
場
し
た
。
次
の

発
行
は
明
治
十
八
年
で
、
大
黒
の
絵
の
あ
る
百
円
札
で
あ
る
。
通
用
期

間
は
九
月
八
日
か
ら
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
通
し
番
号
は

漢
数
字
で
三
桁
か
四
桁
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
次
の
発
行
は
明
治
二
十
四
年
で
、
通
称
「
め
が
ね
百
円
券
」。
縦

一
三
〇
㎜
、
横
二
一
〇
㎜
と
最
大
級
の
大
き
さ
で
、
通
用
期
間
は
十
一

月
十
五
日
か
ら
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
通
し
番
号
は
五
桁

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

語
り
手
の
百
円
紙
幣
は
高
級
な
娼
婦
か
ら
安
い
娼
婦
に
な
っ
た
よ
う

な
女
性
と
さ
れ
て
い
て
、
他
に
も
安
い
娼
婦
と
し
て
の
要
素
を
も
っ
た

女
性
が
本
作
に
は
登
場
す
る
。
安
っ
ぽ
い
娼
婦
と
い
う
の
が
、
本
作
の

大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
安
い
娼
婦
と
い
う

テ
ー
マ
に
即
し
て
解
釈
す
る
時
、
本
作
か
ら
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

二
　
語
り
手
の
百
円
紙
幣
に
つ
い
て

語
り
手
は
「
生
れ
た
頃
に
は
（
略
）
お
金
の
女
王
」
だ
っ
た
と
い
う

が
、
そ
も
そ
も
こ
の
百
円
紙
幣
は
い
つ
頃
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

安
藤
恭
子
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
注
３
）。

　
「
二
百
円
紙
幣
や
ら
千
円
紙
幣
や
ら
」
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
頃

と
言
え
ば
、
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
金
融
恐
慌
が
お
こ
っ
た
昭

和
二
年
、
三
日
間
で
製
造
発
行
さ
れ
た
二
百
円
は
裏
面
が
印
刷
さ

れ
て
い
な
い
「
裏
白
」
札
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
「
裏
白
」
札
を

除
け
ば
、
二
百
円
札
も
千
円
札
も
、
昭
和
一
七
年
に
告
示
さ
れ
な

が
ら
、
は
じ
め
て
市
場
に
流
通
し
た
の
は
昭
和
二
〇
年
終
戦
後
の

こ
と
で
あ
る
。
百
円
札
の
発
行
は
明
治
一
八
年
に
始
ま
り
、
二
四
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で
漢
数
字
。
明
治
三
十
三
年
発
行
の
甲
百
円
券
（
通
称
「
裏
紫
万
葉
が
な
記

号
」）
も
通
用
期
間
は
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
通
し
番
号

は
漢
数
字
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
通
用
期
間
は
昭
和
十
四
年
ま

で
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
額
の
紙
幣
と
の
引
換
期
間
が
昭
和
二
十
一
年

三
月
七
日
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
戦
後
ま
で
貨
幣
と
し
て
通

用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
肖
像
は
両
者
と
も
藤
原
鎌
足
。

通
し
番
号
が
漢
数
字
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
数
字
へ
と
変
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、『
日
本
近
代
紙
幣
総
覧
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
日
銀
兌
換
銀
券
、
改
造
日
銀
兌
換
銀
券
お
よ
び
日
銀
兌
換
金

券
甲
号
券
の
記
番
号
は
、
漢
数
字
や
万
葉
が
な
を
用
い
、
ハ
ン
ド

印
番
機
に
よ
っ
て
印
刷
し
て
い
た
が
、
手
数
が
か
か
り
、
誤
刷
も

多
く
、
能
率
も
悪
か
っ
た
の
で
、
明
治
43
年
９
月
１
日
発
行
の
乙

五
円
券
か
ら
電
気
応
用
刷
番
機
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
記
番

号
は
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
な
っ
た
。
改
造
兌
換
銀
券
一
円
や

甲
十
円
券
、
甲
百
円
券
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
ハ
ン
ド
印
番
機
に

よ
る
方
式
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
大
正
４
年
５
月
１
日
に
乙
十
円

券
が
発
行
さ
れ
、
こ
れ
も
電
気
応
用
刷
番
機
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
数

字
記
番
号
に
な
っ
た
た
め
、
記
番
号
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
改

造
兌
換
銀
券
一
円
に
つ
い
て
は
大
正
５
年
８
月
15
日
発
行
分
か
ら
、

甲
百
円
券
に
つ
い
て
は
、
大
正
６
年
９
月
１
日
発
行
分
か
ら
電
気

応
用
刷
番
機
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
数
字
記
番
号
に
変
更
さ
れ
た
。

	

本
作
の
語
り
手
の
通
し
番
号
は
「
七
七
八
五
一
号
」
と
、
漢
数
字
五

桁
で
あ
る
。
無
論
、
本
作
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
必
ず
し
も
現
実

に
忠
実
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
一
応
リ
ア
ル
に
考
え
る
な
ら
ば
、
語

り
手
が
生
ま
れ
た
の
は
「
大
正
６
年
９
月
１
日
」
以
前
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う

（
注
５
）。

再
び
話
を
紙
幣
発
行
の
歴
史
に
戻
す
と
、
次
の
百
円
札
の
発
行
は
昭

和
五
年
。
通
用
期
間
は
一
月
十
一
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
日
ま

で
。
先
に
述
べ
た
、
明
治
二
十
四
年
及
び
明
治
三
十
三
年
発
行
の
百
円

紙
幣
の
交
換
は
、
こ
の
紙
幣
と
で
あ
る
。
通
し
番
号
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
。

な
お
、
こ
の
百
円
札
発
行
の
三
年
前
の
昭
和
二
年
に
二
百
円
紙
幣
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
融
恐
慌
の
際
の
緊
急
券
で
、
通
用
期
間
は

四
月
二
十
五
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
日
ま
で
。

次
の
発
行
は
昭
和
十
九
年
で
、
通
用
期
間
は
三
月
二
十
日
か
ら
昭
和

二
十
一
年
三
月
二
十
日
ま
で
。
戦
前
最
後
の
百
円
紙
幣
で
あ
る
。
こ
の

後
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
日
ま
で
が

通
用
期
間
の
百
円
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
の
発
行
は
昭
和
二

十
一
年
三
月
一
日
で
、
本
作
の
語
り
手
が
「
ち
か
い
う
ち
に
は
、
モ
ダ

ン
型
の
紙
幣
が
出
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
百
円
紙
幣
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
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本
作
の
語
り
手
は
、「
後
に
な
つ
た
ら
も
う
二
百
円
紙
幣
や
ら
千
円
紙

幣
や
ら
、
私
よ
り
も
有
難
が
ら
れ
る
紙
幣
が
た
く
さ
ん
出
て
来
ま
し
た
」

と
言
っ
て
い
る
。
敗
戦
直
後
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
か
ら
昭
和
二

十
一
年
三
月
二
日
ま
で
が
通
用
期
間
の
二
百
円
紙
幣
、
昭
和
二
十
年
八

月
十
七
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
日
ま
で
が
通
用
期
間
の
千
円
紙

幣
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
明
治
五
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
明
治
三
十
二
年
ま
で
通
用
）。

②
明
治
十
八
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
十
四
年
ま
で
通
用
。
通
し
番
号
は
漢

数
字
三
桁
か
四
桁
。
肖
像
は
大
黒
）。

③
明
治
二
十
四
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
十
四
年
ま
で
通
用
。
通
し
番
号
は

漢
数
字
五
桁
。
肖
像
は
藤
原
鎌
足
）。

④
明
治
三
十
三
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
十
四
年
ま
で
通
用
。
通
し
番
号
は

漢
数
字
六
桁
。
肖
像
は
藤
原
鎌
足
）。

⑤
大
正
六
年
九
月
、
百
円
紙
幣
の
通
し
番
号
を
漢
数
字
か
ら
ア
ラ
ビ
ア

数
字
に
変
更
。

⑥
昭
和
二
年
、
二
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
日
ま
で
通
用
）。

⑦
昭
和
五
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
日
ま
で
通
用
。
昭
和

十
四
年
ま
で
通
用
す
る
百
円
紙
幣
②
、
③
、
④
は
、
こ
の
百
円
札
と
交
換
可
能
。
通

し
番
号
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
六
桁
。
肖
像
は
聖
徳
太
子
）。

⑧
昭
和
十
九
年
、
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
日
ま
で
通
用
）。

⑨
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、
二
百
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
二

日
ま
で
通
用
）。

⑩
昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
、
百
円
紙
幣
及
び
千
円
紙
幣
発
行
（
昭
和
二

十
一
年
三
月
二
日
ま
で
通
用
）。

⑪
昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
、
百
円
紙
幣
発
行
。

	

本
作
の
百
円
紙
幣
は
生
ま
れ
た
頃
は
「
お
金
の
女
王
」
で
、
通
し
番

号
は
「
七
七
八
五
一
号
」
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、

⑥
の
二
百
円
紙
幣
発
行
以
前
、
⑤
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
へ
の
変
更
以
前
に

語
り
手
は
「
生
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
③
も
し
く

は
④
の
藤
原
鎌
足
の
百
円
紙
幣
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
も
に
通
用
期
間

は
法
的
に
は
昭
和
十
四
年
ま
で
だ
が
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
ま
で
は
⑦

の
新
百
円
札
と
交
換
可
能
で
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
百
円
と

し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。

た
だ
、
③
も
し
く
は
④
の
紙
幣
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
無
い
訳
で

は
な
い
。
語
り
手
が
「
六
年
振
り
で
ま
た
東
京
へ
舞
ひ
戻
つ
た
時
」
は
、

「
も
う
日
本
も
、
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
に
な
つ
て
ゐ
た
時
期
」、
つ
ま
り
第
二

大
対
戦
末
期
（
昭
和
二
十
年
）
だ
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
医
学

生
に
連
れ
ら
れ
て
東
京
を
出
た
の
は
昭
和
十
四
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

東
京
の
大
銀
行
で
若
い
大
工
が
語
り
手
を
手
に
し
、
次
の
日
に
は
質
屋
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の
金
庫
に
入
れ
ら
れ
、
金
庫
か
ら
出
さ
れ
た
語
り
手
が
医
学
生
と
と
も

に
東
京
を
出
た
の
が
昭
和
十
四
年
。
大
正
六
年
九
月
以
前
に
語
り
手
が

生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
大
銀
行
や
質
屋
の
金
庫
の
中
に
か
な
り
長
い
間

い
た
こ
と
に
な
る
。
高
額
紙
幣
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
使
わ
れ
る
こ
と

な
く
数
年
間
金
庫
で
保
管
さ
れ
続
け
た
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
な
く
は

な
い
が
、
や
は
り
設
定
と
し
て
は
や
や
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
お

金
の
女
王
」
だ
っ
た
こ
と
や
通
し
番
号
が
漢
数
字
で
あ
る
こ
と
を
お
い

て
お
け
ば
、
発
行
時
期
的
に
は
、
こ
の
語
り
手
の
紙
幣
は
先
行
論
の
指

摘
す
る
よ
う
に
⑦
の
昭
和
五
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
百
円
紙
幣
と
す
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
す
が
、
本
作
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
生

ま
れ
の
作
者
・
太
宰
治
が
紙
幣
の
発
行
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
知
識

を
も
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
の
私
た
ち
は
、
例
え
ば
大

正
六
年
以
降
、
通
し
番
号
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
太
宰
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
。
お
そ

ら
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
太
宰
や
当
時
の
『
婦
人
朝

日
』
の
読
者
が
知
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
藤
原
鎌
足
の
百
円
札
が
例

え
ば
大
正
の
終
わ
り
頃
に
印
刷
さ
れ
た
、
語
り
手
が
「
生
れ
た
」
の
は

そ
の
頃
だ
、
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
少
な
く
と
も

現
実
に
忠
実
に
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
不
都
合
が
生
じ
て
し
ま
う
の
は

確
か
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
語
り
手
の
与
え
て
く
れ
る
情
報
の
ど
れ

を
重
視
す
る
か
（
逆
に
ど
れ
を
軽
視
す
る
か
）
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て

ど
れ
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
読
者
に
あ
る
程
度
の
自
由
が
与
え

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

語
り
手
の
紙
幣
は
小
説
の
冒
頭
で
、「
私
は
、
七
七
八
五
一
号
の
百
円

紙
幣
で
す
。
あ
な
た
の
財
布
の
中
の
百
円
紙
幣
を
ち
よ
つ
と
調
べ
て
み

て
下
さ
い
ま
し
。
或
ひ
は
私
は
そ
の
中
に
、
は
ひ
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。」
と
、
自
ら
（
百
円
紙
幣
）
を
見
る
よ
う
読
者
に
語
り
か
け
て
い

る
。
漢
数
字
の
通
し
番
号
を
見
る
よ
う
語
り
か
け
て
い
る
点
を
重
視
す

れ
ば
、
こ
の
百
円
札
は
③
や
④
の
百
円
紙
幣
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ

ら
の
紙
幣
で
あ
れ
ば
、「
お
金
の
女
王
」
だ
っ
た
と
い
う
点
も
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
。

③
や
④
の
紙
幣
と
⑦
の
紙
幣
と
で
は
、
そ
れ
ら
が
発
行
さ
れ
た
時
期

の
百
円
の
有
す
る
交
換
価
値
も
異
な
る
が
、
視
覚
的
に
も
異
な
る
点
が

あ
る
。
語
り
手
が
見
る
よ
う
促
し
て
い
る
通
し
番
号
の
上
に
は
、
前
者

は
藤
原
鎌
足
が
、
後
者
は
聖
徳
太
子
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

通
し
番
号
等
を
重
視
し
、
以
下
、
本
作
の
語
り
手
を
藤
原
鎌
足
の
百
円

紙
幣
と
し
た
上
で
解
釈
し
て
い
く
。
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三
　
娼
婦
と
し
て
描
か
れ
た
貨
幣
と
戦
争
に
つ
い
て

紙
幣
の
肖
像
に
つ
い
て
、安
藤
恭
子
氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
貨
幣
の
意
匠
に
も
、
国
家
に
よ
る
自
国
デ
ザ
イ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
明
治
一
四
年
、
偽
札
事
件
に
対
応
す

る
た
め
に
よ
り
精
巧
な
紙
幣
が
求
め
ら
れ
、
神
功
皇
后
札
が
政
府

紙
幣
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
こ
れ
が
日
本
で
紙
幣
に
人
物
の
肖
像

が
描
か
れ
た
最
初
で
あ
る
。
人
物
を
描
く
こ
と
は
偽
造
防
止
効
果

を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
に
親
し
み
を
も
た
せ
な
が
ら
、

国
を
代
表
す
る
人
物
を
顕
彰
す
る
意
味
も
あ
っ
た
。
そ
の
肖
像
に

選
ば
れ
た
最
初
の
人
物
は
、
女
性
で
あ
る
神
功
皇
后
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
肖
像
画
は
イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家
キ
ヨ
ソ
ー
ネ
の
手
に
な
る
も

の
で
、
イ
タ
リ
ア
の
美
人
を
思
い
浮
か
べ
て
製
作
し
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
に
、
神
功
皇
后
は
洋
風
の
顔
立
ち
に
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
、
平
成
一
二
年
の
紙
幣
裏
に
描
か
れ
た
紫

式
部
を
除
き
、
表
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
た
女
性
は
平
成
一
六
年
発

行
紙
幣
の
樋
口
一
葉
の
み
で
あ
る
（
日
本
銀
行
券
の
表
面
と
し
て
は
、
樋

口
一
葉
が
最
初
の
女
性
と
な
る
）。
明
治
二
一
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て

お
こ
な
わ
れ
た
紙
幣
改
造
の
折
、
紙
幣
に
描
か
れ
る
べ
き
人
物
は
、

協
議
の
結
果
、
日
本
武
尊
・
聖
徳
太
子
・
武
内
宿
祢
・
藤
原
鎌

足
・
和
気
清
麿
・
菅
原
道
真
・
坂
上
田
村
麻
呂
の
七
人
と
決
ま
り
、

昭
和
二
〇
年
ま
で
の
紙
幣
改
造
に
あ
た
っ
て
、
貨
幣
に
印
刷
さ
れ

る
肖
像
は
こ
の
七
人
の
中
か
ら
必
ず
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

	

補
足
し
て
お
く
と
、
神
功
皇
后
札
は
一
円
、
五
円
、
十
円
の
三
種
の

み
。
い
ず
れ
も
通
用
期
間
は
明
治
十
年
代
中
頃
か
ら
明
治
三
十
二
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
で
あ
る
。

戦
前
の
紙
幣
の
肖
像
に
選
ば
れ
た
七
人
に
つ
い
て
、『
日
本
近
代
紙
幣

総
覧
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
、
占
領
軍
の
命
令
で
、
軍
国
主
義
的
ま
た
は
超
国
家
主
義
的

指
導
者
の
肖
像
を
紙
幣
に
使
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
こ
こ
に
あ
げ

た
７
人
の
う
ち
６
人
ま
で
が
追
放
さ
れ
た
が
、
ひ
と
り
聖
徳
太
子

だ
け
は
こ
の
適
用
を
受
け
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
日

〝
聖
徳
太
子
〟
と
い
う
の
は
紙
幣
、
と
く
に
高
額
紙
幣
の
代
名
詞
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

	
藤
原
鎌
足
の
肖
像
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
は
っ

き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
政
権
を
狙
っ

て
い
た
蘇
我
入
鹿
一
族
を
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
と
と
も
に
討
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ち
、
飛
鳥
の
豪
族
中
心
の
政
治
か
ら
天
皇
中
心
の
政
治
へ
と
移
る
た
め

の
土
台
を
固
め
た
人
物
、
つ
ま
り
大
化
の
改
新
の
中
心
人
物
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
。
蘇
我
入
鹿
一
族
や
飛
鳥
の
豪
族
の
部
分
を
ア
メ
リ
カ
に
置

き
換
え
ら
れ
る
と
困
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
藤
原
鎌
足
に
は
一
族

と
一
族
の
争
い
、
政
治
権
力
の
転
覆
と
い
っ
た
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
付

着
し
て
い
る
。
い
わ
ば
戦
争
と
結
び
付
い
た
紙
幣
で
あ
る
。
戦
争
を
描

く
た
め
の
布
石
と
い
う
意
味
で
、
聖
徳
太
子
よ
り
も
適
当
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
貨
幣
の
発
行
に
つ
い
て
だ
が
、『
日
本
近

代
紙
幣
総
覧
』
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

昭
和
17
年
３
月
に
制
定
公
布
さ
れ
た
日
本
銀
行
法
は
、
銀
行
券

の
発
行
を
は
じ
め
業
務
全
般
を
、
政
府
の
強
力
な
監
督
下
に
置
い

た
。
政
府
に
対
す
る
無
担
保
貸
付
や
国
債
の
応
募
引
受
け
が
日
本

銀
行
の
業
務
と
し
て
第
22
条
に
明
文
化
さ
れ
た
た
め
、
日
本
銀
行

は
財
政
資
金
の
無
制
限
の
供
給
者
と
い
う
性
格
を
も
つ
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　

日
本
銀
行
法
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
銀
行
券
の
兌
換
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
発
行
高
は
大
蔵
大
臣
が
閣
議
に

は
か
っ
て
発
行
限
度
額
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
30
条
）。

つ
ま
り
日
本
銀
行
券
の
発
行
は
、
政
府
の
意
の
ま
ま
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
国
債
の
応
募
引
受
け
が
正
規
の
業
務
に
な
っ
た
の

だ
か
ら
、当
時
臨
時
軍
事
費
を
調
達
し
て
い
た
赤
字
国
債
の
増
発
は
、

そ
の
ま
ま
日
本
銀
行
券
へ
の
増
発
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。（
略
）

さ
ら
に
Ｂ
29
に
よ
る
日
本
本
土
の
焦
土
作
戦
が
は
じ
ま
っ
た
20
年

３
月
か
ら
は
、
戦
時
非
常
金
融
対
策
整
備
要
領
に
よ
っ
て
、
罹
災

者
預
金
の
簡
易
払
出
し
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
戦
局
の
進
展
と
と

も
に
、
日
本
銀
行
券
の
発
行
高
は
ウ
ナ
ギ
の
ぼ
り
に
ふ
え
て
い
っ

た
。（
略
）
18
年
中
は
年
率
３
～
４
割
の
増
発
だ
っ
た
も
の
が
、
19

年
中
に
は
７
割
、
終
戦
の
年
の
⓴
年
に
な
る
と
年
率
２
～
３
倍
と

い
う
大
増
発
を
来
た
し
て
い
る
。

	

戦
時
中
は
、
物
価
統
制
令
な
ど
の
経
済
統
制
や
国
民
の
戦
争
意

識
も
あ
っ
て
表
面
化
し
な
か
っ
た
イ
ン
フ
レ
は
、
戦
争
が
終
る
と

と
も
に
爆
発
的
に
昂
進
し
、
物
価
指
数
は
半
年
間
で
２
倍
以
上
に

も
急
進
し
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
極
秘
裏
に
預
金
の
凍
結
と
市
中

に
流
通
し
て
い
る
日
本
銀
行
券
の
通
用
禁
止
措
置
の
準
備
を
進
め
、

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）
２
月
17
日
に
日
本
銀
行
券
預
入
令
を

公
布
、
即
日
施
行
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
①
２
月
17
日
現
在

の
金
融
機
関
の
預
貯
金
な
ど
を
封
鎖
し
、
そ
の
払
出
し
に
制
限
を

設
け
る
。
②
十
円
券
以
上
の
既
発
行
の
日
本
銀
行
券
は
３
月
２
日

限
り
で
通
用
禁
止
と
す
る
（
２
月
22
日
に
は
五
円
券
も
追
加
、
通
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用
禁
止
の
対
象
と
し
た
）。
③
通
用
禁
止
に
な
っ
た
日
本
銀
行
券
は

３
月
７
日
ま
で
に
金
融
機
関
に
預
け
入
れ
さ
せ
、
封
鎖
す
る
。
④

新
様
式
の
日
本
銀
行
券
を
発
行
し
て
３
月
７
日
ま
で
に
一
定
金
額

に
限
っ
て
、
旧
紙
幣
と
引
換
え
る
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

戦
時
中
の
日
本
銀
行
券
発
行
高
の
急
激
な
増
加
。
物
価
統
制
令
や
国

民
の
戦
争
意
識
か
ら
表
面
化
し
な
か
っ
た
戦
中
の
イ
ン
フ
レ
が
、
戦
後

に
意
識
さ
れ
た
と
い
う
。
無
論
、
そ
の
よ
う
な
戦
後
の
意
識
か
ら
遡
行

す
れ
ば
、
戦
中
の
イ
ン
フ
レ
も
意
識
さ
れ
よ
う
。
物
資
の
欠
乏
と
相
ま
っ

て
、
当
時
の
人
々
は
、
戦
中
に
貨
幣
の
も
つ
交
換
価
値
が
著
し
く
低
下

し
て
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
闇
屋
な
ど

の
相
場
の
あ
っ
て
な
き
が
如
き
と
こ
ろ
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
戦

争
に
よ
り
貨
幣
の
価
値
が
急
激
に
下
が
っ
た
よ
う
な
印
象
、
そ
れ
は
戦

後
の
闇
市
・
闇
屋
で
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
と
な
る
。

本
作
で
は
、
商
品
な
ど
と
の
関
係
と
は
無
関
係
に
貨
幣
そ
の
も
の
に

価
値
が
内
在
し
て
い
て
、
年
を
と
る
と
―
時
間
と
と
も
に
必
然
的
に

―
そ
の
価
値
が
下
が
る
よ
う
な
書
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

価
値
の
低
下
は
戦
争
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
本
作
の
一
節
。

そ
れ
か
ら
私
は
五
年
間
四
国
、
九
州
と
渡
り
歩
き
、
め
つ
き
り
老

け
込
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た
。
さ
う
し
て
次
第
に
私
は
軽
ん
ぜ
ら
れ
、

六
年
振
り
で
ま
た
東
京
へ
舞
ひ
戻
つ
た
時
に
は
、
あ
ま
り
変
り
果

て
た
自
分
の
身
の
な
り
ゆ
き
に
、
つ
い
自
己
嫌
悪
し
ち
や
ひ
ま
し

た
わ
。
東
京
へ
帰
つ
て
来
て
か
ら
は
私
は
た
だ
も
う
闇
屋
の
使
ひ

走
り
を
勤
め
る
女
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
も
の
。
五
、
六
年

東
京
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
う
ち
に
私
も
変
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ま

あ
、
東
京
の
変
り
や
う
つ
た
ら
。
夜
の
八
時
ご
ろ
、
ほ
ろ
酔
ひ
の

ブ
ロ
ー
カ
ー
に
連
れ
ら
れ
て
、
東
京
駅
か
ら
日
本
橋
、
そ
れ
か
ら

京
橋
へ
出
て
銀
座
を
歩
き
新
橋
ま
で
、
そ
の
間
、
た
だ
も
う
ま
つ

く
ら
で
、
深
い
森
の
中
を
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
気
持
で
人
ひ
と
り

通
ら
な
い
の
は
勿
論
、
路
を
横
切
る
猫
の
子
一
匹
も
見
当
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
そ
ろ
し
い
死
の
街
の
不
吉
な
形
相
を
呈
し
て
ゐ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
れ
い
の
ド
カ
ン
ド
カ
ン
、
シ
ユ
ウ

シ
ユ
ウ
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
毎
日
毎
夜
の
大
混

乱
の
中
で
も
、
私
は
や
は
り
休
む
ひ
ま
も
な
く
あ
の
人
の
手
か
ら
、

こ
の
人
の
手
と
、
ま
る
で
リ
レ
ー
競
走
の
バ
ト
ン
み
た
い
に
目
ま

ぐ
る
し
く
渡
り
歩
き
、
お
か
げ
で
こ
の
や
う
な
皺
く
ち
や
の
姿
に

な
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
臭
気
が
か
ら
だ
に

附
い
て
、
も
う
、
恥
づ
か
し
く
て
、
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
に
な
つ
て
し

ま
ひ
ま
し
た
。
あ
の
こ
ろ
は
、
も
う
日
本
も
、
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
に

な
つ
て
ゐ
た
時
期
で
せ
う
ね
。
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「
皺
く
ち
や
の
姿
に
な
つ
た
」
と
い
う
の
は
、
単
に
紙
幣
が
よ
れ
よ
れ

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
皺
が
増
え
た
、
さ
ら
に
老
け

込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
ろ
う
。
戦
争
に
よ
り
老

化
が
急
激
に
進
み
、
価
値
の
低
下
に
拍
車
が
か
か
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

戦
後
の
視
点
か
ら
、
戦
争
に
よ
る
貨
幣
価
値
の
急
激
な
低
下
に
気
付

く
こ
と
で
、
貨
幣
の
価
値
が
下
が
る
と
い
う
事
態
が
意
識
さ
れ
る
。
短

期
間
に
お
け
る
貨
幣
価
値
の
急
激
な
低
下
か
ら
、
特
に
何
も
無
い
状
態

で
も
、
貨
幣
の
も
つ
交
換
価
値
は
時
間
と
と
も
に
徐
々
に
低
下
す
る
と

い
う
長
期
的
な
発
想
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
貨
幣
の
価
値
は

時
間
と
と
も
に
必
然
的
に
低
下
す
る
が
、
戦
争
は
そ
の
低
下
速
度
を
極

端
に
早
め
て
し
ま
う
、
と
。
原
理
は
と
も
か
く
、
事
実
と
し
て
物
価
は

年
々
上
が
っ
て
お
り
、
貨
幣
の
価
値
は
少
し
ず
つ
、
だ
が
確
実
に
低
下

し
て
い
る

（
注
６
）。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
の
語
り
手
の
百
円
紙
幣
は
、
も
と
は

高
級
な
娼
婦
だ
っ
た
の
が
、
年
を
と
っ
て
価
値
を
失
い
、
安
い
娼
婦
に

な
っ
た
よ
う
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進

ん
だ
現
在
は
と
も
か
く
、
当
時
は
、
男
性
が
自
ら
の
労
働
力
を
売
る
の

に
対
し
、
女
性
の
場
合
は
、
自
ら
の
価
値
と
な
る
と
身
体
を
売
る
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
商
品
と
交

換
で
自
ら
の
身
体
を
差
し
出
す
貨
幣
は
、
男
性
的
と
い
う
よ
り
も
女
性

的
で
あ
る
。
労
働
力
を
売
る
男
性
の
場
合
は
年
を
と
る
こ
と
で
価
値
が

上
が
り
、
身
体
を
う
る
娼
婦
の
場
合
は
年
を
と
る
こ
と
で
価
値
が
下
が

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
貨
幣
は
何
も
無
く

て
も
時
間
と
と
も
に
自
然
と
価
値
が
下
が
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

点
で
も
娼
婦
的
と
言
え
る
。
加
え
て
、
貨
幣
に
不
浄
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
娼
婦
と
結
び
付
き
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
原
鎌
足
が
印
刷
さ
れ
た
百
円
札
は
戦
争
を
連
想
さ
せ
る
紙
幣
で
あ

る
。
戦
争
と
貨
幣
。
貨
幣
の
価
値
は
時
と
と
も
に
下
が
る
が
、
戦
争
は

そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
。
そ
し
て
娼
婦
に
も
戦
争
に
よ
る
精
神
的
疲
労
で

一
気
に
老
け
込
む
な
ど
、
貨
幣
に
似
た
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
原
鎌
足
の
紙
幣
が
娼
婦
性
を
帯
び
た
女
性
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
、

貨
幣
を
描
き
つ
つ
娼
婦
が
テ
ー
マ
と
な
る
の
は
、
貨
幣
と
娼
婦
に
類
似

点
が
見
出
さ
れ
た
た
め
と
言
え
よ
う
。

四
　
娼
婦
と
母
性

語
り
手
が
安
っ
ぽ
い
娼
婦
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
戦
争

で
老
け
込
ん
だ
こ
と
な
ど
が
原
因
と
言
え
る
。
も
う
一
人
の
娼
婦
的
な

登
場
人
物
で
あ
る
お
酌
の
女
に
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

「
狐
が
ど
う
し
た
つ
て
い
ふ
ん
だ
い
。
い
や
な
ら
来
な
け
れ
あ
い
い

ぢ
や
な
い
か
。
い
ま
の
日
本
で
、
か
う
し
て
酒
を
飲
ん
で
女
に
ふ
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ざ
け
て
ゐ
る
の
は
、
お
前
た
ち
だ
け
だ
よ
。
お
前
の
給
料
は
、
ど

こ
か
ら
出
て
る
ん
だ
。
考
へ
て
も
見
ろ
。
あ
た
し
た
ち
の
稼
ぎ
の

大
半
は
、
お
か
み
に
差
し
上
げ
て
ゐ
る
ん
だ
。
お
か
み
は
そ
の
金

を
お
前
た
ち
に
や
つ
て
、
か
う
し
て
料
理
屋
で
飲
ま
せ
て
ゐ
る
ん

だ
。
馬
鹿
に
す
る
な
。
女
だ
も
の
、
子
供
だ
つ
て
出
来
る
さ
。
い

ま
乳
呑
児
を
か
か
へ
て
い
る
女
は
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い
思
ひ
を
し

て
ゐ
る
か
、
お
前
た
ち
に
は
わ
か
る
ま
い
。
あ
た
し
た
ち
の
乳
房

か
ら
は
も
う
、
一
滴
の
乳
も
出
な
い
ん
だ
よ
。
か
ら
の
乳
房
を
ピ

チ
ヤ
ピ
チ
ヤ
吸
つ
て
、
い
や
、
も
う
こ
の
ご
ろ
は
吸
ふ
力
さ
へ
な

い
ん
だ
。
あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、
狐
の
子
だ
よ
。
あ
ご
が
と
が
つ
て
、

皺
だ
ら
け
の
顔
で
一
日
中
ヒ
イ
ヒ
イ
泣
い
て
ゐ
る
ん
だ
。
見
せ
て

あ
げ
ま
せ
う
か
ね
。
そ
れ
で
も
、
あ
た
し
た
ち
は
我
慢
し
て
ゐ
る

ん
だ
。
そ
れ
を
お
前
た
ち
は
、
な
ん
だ
い
。」

	

「
稼
ぎ
の
大
半
」
を
「
お
か
み
に
差
し
上
げ
」
て
い
る
た
め
、
狐
の
よ

う
に
痩
せ
て
「
一
滴
の
乳
も
出
な
い
」「
か
ら
の
乳
房
」
な
の
だ
と
い
う
。

こ
の
お
酌
の
女
の
言
葉
に
は
精
神
的
な
疲
労
が
色
濃
く
出
て
い
よ
う
。

お
酌
の
女
が
安
い
娼
婦
の
よ
う
に
読
め
る
の
は
、
心
身
の
疲
労
に
加

え
て
乳
飲
み
子
を
抱
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
お
酌
の
女
は
「
い
ま
乳

呑
児
を
か
か
へ
て
い
る
女
は
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い
思
ひ
を
し
て
ゐ
る
か
、

お
前
た
ち
に
は
わ
か
る
ま
い
。」
と
言
っ
て
い
る
。
お
酌
の
女
が
売
春
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
乳
呑
児
を
か
か
へ
て
い
る
女
」、「
あ
た
し
た

ち
」
と
い
う
の
を
娼
婦
と
捉
え
る
な
ら
、
乳
飲
み
子
を
抱
え
た
安
い
娼

婦
と
い
う
の
が
本
作
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
作
の
語
り
手
や
お
酌
の
女
も
そ
う
だ
が
、
近
代
文
学
で
は
、
安
い

娼
婦
が
清
ら
か
な
聖
な
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
性
病

を
う
つ
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
と
客
を
取
ろ
う
と
し
な
い
芥
川
龍
之
介

「
南
京
の
基
督
」（『
中
央
公
論
』
大
正
九
年
七
月
）
の
金
花
な
ど
が
、
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
神
聖
な
る
娼
婦
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
描
き
方
が

な
さ
れ
る
の
は
、
客
を
選
ぶ
高
級
な
娼
婦
と
は
異
な
り
、
ど
ん
な
男
で

も
受
け
入
れ
る
点
が
神
仏
に
通
ず
る
か
ら
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
本
作
の
お
酌
の
女
に
も
、
酔
っ
た
大
尉
を
見

捨
て
ず
に
救
お
う
と
す
る
、
常
人
に
は
真
似
で
き
な
い
高
尚
さ
が
あ
り
、

聖
な
る
娼
婦
と
し
て
読
め
る
文
脈
が
あ
る
。
語
り
手
に
も
小
説
の
最
後

で
赤
ん
坊
を
太
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
な
ど
、
他
人
へ
の
無
償
の
愛

を
も
つ
神
聖
な
る
娼
婦
の
要
素
が
あ
ろ
う
。

赤
ん
坊
を
太
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
語
り
手
や
、
爆
音
が
聞
こ
え

る
や
否
や
階
下
に
駆
け
下
り
、
自
分
の
子
供
を
お
ん
ぶ
し
た
お
酌
の
女

な
ど
、
本
作
の
安
い
娼
婦
た
ち
に
は
赤
子
へ
の
愛
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
を
仮
に
母
性
と
す
る
な
ら
、
本
作
の
娼
婦
の
神
性
に
は
母
性
が
関
わ
っ

て
い
る
。

汚
れ
た
存
在
と
さ
れ
る
娼
婦
が
聖
な
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
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矛
盾
だ
が
、
娼
婦
と
母
性
と
い
う
の
も
違
和
感
の
あ
る
組
み
合
わ
せ
で

あ
ろ
う
。
本
作
の
大
尉
が
「
ど
だ
い
お
前
は
、
け
し
か
ら
ん
ぢ
や
な
い

か
、
子
供
を
抱
へ
て
こ
ん
な
商
売
を
す
る
と
は
、
虫
が
よ
す
ぎ
る
よ
。」

と
言
っ
て
い
る
が
、
妊
娠
し
て
い
た
り
、
子
供
が
い
る
と
い
っ
た
状
態

は
、「
商
売
」
を
す
る
上
で
不
都
合
で
あ
ろ
う
。
娼
婦
に
と
っ
て
子
供
は

足
枷
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
母
性
を
も
つ
こ
と
は
自
分
で
自
分
の
首

を
絞
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
際
、
爆
弾
が
雨
の
よ
う

に
降
っ
て
き
た
時
、
お
酌
の
女
は
赤
ん
坊
を
見
捨
て
て
逃
げ
る
こ
と
で
、

赤
ん
坊
を
米
軍
に
始
末
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
た
訳
で
、
自
身
の
保

身
を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
そ
う
す
る
方
が
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。
娼
婦
が

子
供
を
も
つ
こ
と
に
は
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
は
る
か

に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
娼
婦
の
母
性
は
無
欲
・
無
償

の
愛
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

小
説
の
最
後
、
必
死
に
乳
飲
み
子
を
育
て
て
い
る
お
酌
の
女
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
、
語
り
手
は
赤
ん
坊
を
太
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
夜
は
、
そ
の
小
都
会
の
隅
か
ら
隅
ま
で
焼
け
ま
し
た
。
夜

明
け
ち
か
く
、
大
尉
は
眼
を
さ
ま
し
、
起
き
上
つ
て
、
な
ほ
燃
え

つ
づ
け
て
ゐ
る
大
火
事
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
、
ふ
と
、
自
分
の
傍
で

こ
く
り
こ
く
り
居
眠
り
を
し
て
ゐ
る
お
酌
の
女
の
ひ
と
に
気
づ
き
、

な
ぜ
だ
か
ひ
ど
く
狼
狽
の
気
味
で
立
ち
上
り
、
逃
げ
る
や
う
に
五
、

六
歩
あ
る
き
か
け
て
、
ま
た
引
返
し
、
上
衣
の
内
ポ
ケ
ツ
ト
か
ら

私
の
仲
間
の
百
円
紙
幣
を
五
枚
取
り
出
し
、
そ
れ
か
ら
ズ
ボ
ン
の

ポ
ケ
ツ
ト
か
ら
私
を
引
き
出
し
て
六
枚
重
ね
て
二
つ
に
折
り
、
そ

れ
を
赤
ち
や
ん
の
一
ば
ん
下
の
肌
着
の
そ
の
下
の
地
肌
の
背
中
に

押
し
込
ん
で
、
荒
々
し
く
走
つ
て
逃
げ
て
行
き
ま
し
た
。
私
が
自

身
に
幸
福
を
感
じ
た
の
は
、
こ
の
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貨
幣
が

こ
の
や
う
な
役
目
ば
か
り
に
使
は
れ
る
ん
だ
つ
た
ら
ま
あ
、
ど
ん

な
に
私
た
ち
は
幸
福
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
。
赤
ち
や
ん
の
背
中

は
、
か
さ
か
さ
乾
い
て
、
さ
う
し
て
痩
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
私
は
仲
間
の
紙
幣
に
い
ひ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
わ
。
あ
た
し
た
ち
は
仕
合
せ
だ

わ
。
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
ゐ
て
、
こ
の
赤
ち
や
ん
の
背
中
を
あ
た

た
め
、
ふ
と
ら
せ
て
あ
げ
た
い
わ
。」

　

仲
間
は
み
ん
な
一
様
に
黙
つ
て
う
な
づ
き
ま
し
た
。

	

こ
の
出
来
事
は
戦
中
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
後
こ
の
赤
ん
坊
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。
こ
の
赤
ん
坊
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
に
も
否
定
的

に
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
こ
の
赤
ん
坊
の
こ
と
は
、
語
り
手
が

「
生
れ
て
来
て
よ
か
つ
た
と
思
つ
た
」
こ
と
と
し
て
挙
げ
た
話
で
あ
る
。

こ
の
後
赤
ん
坊
に
不
幸
が
訪
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ

た
と
は
思
う
ま
い
。「
生
れ
て
来
て
よ
か
つ
た
と
思
つ
た
」
と
い
う
点
を
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こ
の
よ
う
に
大
き
く
解
釈
す
れ
ば
、
赤
ん
坊
の
そ
の
後
は
肯
定
的
な
も

の
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

逆
に
、
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
を
、
先
の
引
用
の

「
私
が
自
身
に
幸
福
を
感
じ
た
の
は
、
こ
の
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
の

「
こ
の
時
」、
こ
の
一
瞬
の
み
に
限
定
す
れ
ば
、
赤
ん
坊
の
そ
の
後
は
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
、
小
説
の
最
初

の
方
の
今
現
在
の
自
分
に
つ
い
て
の
語
り
は
、「
く
た
く
た
に
疲
れ
て
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
何
か
い
い
こ
と
の
あ
っ
た
人
の
そ
れ
と
は
思
わ
れ

な
い
よ
う
な
疲
れ
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
次
の
医
学
生
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
、
赤
ん
坊
の
そ
の
後
は
不
幸
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
よ
う
、
読
者
を
促
す
と
考
え
ら
れ
る
。

私
は
そ
の
医
学
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
ず
ゐ
ぶ
ん
遠
く
へ
旅
行
し
ま

し
た
。
さ
う
し
て
た
う
と
う
、
瀬
戸
内
海
の
或
る
小
さ
い
島
の
旅

館
で
、
私
は
そ
の
医
学
生
に
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
箇

月
近
く
私
は
そ
の
旅
館
の
、
帳
場
の
小
箪
笥
の
引
出
し
に
い
れ
ら

れ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
何
だ
か
そ
の
医
学
生
は
、
私
を
捨
て
て
旅
館

を
出
て
か
ら
間
も
な
く
瀬
戸
内
海
に
身
を
投
じ
て
死
ん
だ
と
い
ふ
、

女
中
た
ち
の
取
沙
汰
を
ち
ら
と
小
耳
に
は
さ
み
ま
し
た
。『
ひ
と
り

で
死
ぬ
な
ん
て
阿
呆
ら
し
い
。
あ
ん
な
綺
麗
な
男
と
な
ら
、
わ
た

し
は
い
つ
で
も
一
緒
に
死
ん
で
あ
げ
る
の
に
さ
。』
と
で
つ
ぷ
り
太

つ
た
四
十
く
ら
ゐ
の
、
吹
出
物
だ
ら
け
の
女
中
が
い
つ
て
、
皆
を

笑
は
せ
て
ゐ
ま
し
た
。

	

一
緒
に
い
て
も
、
使
用
さ
れ
れ
ば
貨
幣
は
持
ち
主
か
ら
離
れ
る
こ
と

に
な
る
。
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
と
の
持
ち
主
の
た
め
に
貨
幣
は
何
も

で
き
な
い
。
も
と
の
持
ち
主
の
死
も
黙
っ
て
見
て
い
る
他
な
い
。
仮
に
、

赤
ん
坊
の
そ
の
後
を
読
者
に
肯
定
的
に
想
像
さ
せ
た
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
自
殺
し
た
医
学
生
の
挿
話
は
無
か
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
挿
話
が
織

り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
赤
ん
坊
の
未
来
に
も
こ
の
医
学
生
同
様
死
が
待
っ

て
お
り
、
語
り
手
た
ち
は
黙
っ
て
そ
れ
を
見
て
い
る
他
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
赤
ん
坊
を
太
ら
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
の
は
、

紙
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
る
、
赤
ん
坊
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

赤
ん
坊
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
良
い
と
も
悪
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

小
説
の
力
点
は
、
赤
ん
坊
の
そ
の
後
（
結
果
）
よ
り
は
む
し
ろ
、
赤
ん
坊

を
育
て
よ
う
と
す
る
意
志
（
過
程
）
の
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
酌
の
女
が
「
い
ま
乳
呑
児
を
か
か
へ
て
い
る
女
は
、
ど
ん
な
に
つ
ら

い
思
ひ
を
し
て
ゐ
る
か
、
お
前
た
ち
に
は
わ
か
る
ま
い
。」
と
言
っ
て
い

る
が
、
戦
中
、
戦
後
に
、
売
春
の
結
果
妊
娠
・
出
産
し
た
女
性
は
少
な

く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
作
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
娼
婦
の
子
供

と
い
う
、「
商
売
」
を
す
る
上
で
邪
魔
で
あ
る
た
め
母
親
か
ら
す
ら
も
不
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要
視
さ
れ
か
ね
な
い
存
在
を
、
娼
婦
た
ち
が
温
か
く
育
て
よ
う
と
す
る

戦
時
下
の
光
景
で
あ
る
。
辛
く
、
未
来
も
明
る
い
も
の
で
は
な
く
と
も
、

そ
れ
で
も
自
分
の
都
合
で
遺
棄
し
た
り
せ
ず
に
、
さ
さ
や
か
な
愛
情
と

お
金
を
惜
し
み
な
く
注
い
で
育
て
よ
う
と
す
る
姿
で
あ
る

（
注
７
）。

貨
幣
で
あ
り
娼
婦
的
な
女
性
で
あ
る
語
り
手
が
、
自
身
の
い
る
べ
き

場
所
と
し
て
示
し
た
の
は
、
娼
婦
の
子
供
の
も
と
で
あ
る
。
本
作
に
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
望
ま
れ
ぬ
者
で
あ
る
が
故
に
最
も
貨
幣

と
縁
の
な
い
存
在
の
も
と
に
こ
そ
、
貨
幣
は
集
ま
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
る
。

注

注
１　

以
下
、「
貨
幣
」
本
文
の
引
用
は
『
太
宰
治
全
集　

第
八
巻
』（
初
版
第
三

刷　

昭
和
四
十
七
年
八
月　

筑
摩
書
房
）
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け

る
引
用
文
中
の
傍
線
は
全
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
旧
漢
字
は
新
漢

字
に
改
め
た
。

注
２　
「
太
宰
治
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
流
通
す
る
女
性
身
体
と
〈
戦
後
〉」（『
国
文

学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
平
成
十
四
年
十
二
月
）。

注
３　
「
太
宰
治
「
貨
幣
」
論
―
仮
構
さ
れ
た
〈
母
〉
／
〈
日
本
〉」（
山
内
祥
史

編
『
太
宰
治
研
究　

13
』（
平
成
十
七
年
六
月　

和
泉
書
院
）
収
録
）。

注
４　
「〈
再
生
〉
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
／
反
発
す
る
太
宰
治
―
復
刊
第
一
号

「
婦
人
朝
日
」
か
ら
「
貨
幣
」
を
読
む
―
」（『
大
妻
国
文　

第
36
号
』
平

成
十
七
年
三
月
）。

注
５　

厳
密
に
言
う
と
、『
日
本
近
代
紙
幣
総
覧
』
の
百
円
紙
幣
の
写
真
で
は
、
明

治
二
十
四
年
発
行
の
め
が
ね
百
円
券
の
通
し
番
号
は
「
壹
参
九
〇
〇
」
と
、

「
一
」
で
は
な
く
「
壹
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

注
６　

本
稿
で
は
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
本
作
は
貨
幣
論
の
観
点
で
解
釈
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
語
り
手
は
「
人
間
な
ら
ば
恥
ぢ
て
下

さ
い
。」
と
、
貨
幣
の
使
用
者
た
る
人
間
を
非
難
し
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
「
私
は
地
獄
へ
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
自
身
の
責
任
で
あ
る

か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
自
分
の
意
志
で
貨
幣
を

使
う
と
同
時
に
、
貨
幣
制
度
が
私
た
ち
の
意
志
や
欲
望
、
行
動
を
支
配
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
貨
幣
が
擬
人
化

さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
物
語
前

半
の
大
工
の
話
で
は
、
大
工
は
語
り
手
を
神
棚
に
あ
げ
て
拝
む
な
ど
、
貨

幣
が
大
工
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
後
半
の
「
闇
婆
さ

ん
」
の
話
な
ど
で
は
、
紙
幣
使
用
者
の
あ
く
ど
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

人
間
に
も
責
任
は
あ
る
（「
恥
ぢ
て
下
さ
い
」）
が
、
貨
幣
に
も
責
任
が
あ

る
（「
地
獄
へ
落
ち
る
」）
と
い
う
両
面
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か

が
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
本
作
で
は
、
高
級
娼
婦
が
わ
ず
か
数
年
で
安

い
娼
婦
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
、
擬
人
化
さ
れ
た
紙
幣
が
語
り
手
と

さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
急
激
に
貨
幣
価
値
が
落
ち
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
商
品
間
の
関
係
性
等
を
軸
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

注
７　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
場
合
、
一
箇
所
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

以
下
の
一
節
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
世
の
中
の
ひ
と
り
で
も
不
幸
な
人
の
ゐ
る
限
り
、
自
分
も
幸
福

に
は
な
れ
な
い
と
思
ふ
事
こ
そ
、
本
当
の
人
間
ら
し
い
感
情
で
せ
う

に
、
自
分
だ
け
、
或
ひ
は
自
分
の
家
だ
け
の
束
の
間
の
安
楽
を
得
る

た
め
に
、
隣
人
を
罵
り
、
あ
ざ
む
き
、
押
し
倒
し
、（
い
い
え
、
あ

な
た
だ
つ
て
、
い
ち
ど
は
そ
れ
を
な
さ
い
ま
し
た
。
無
意
識
で
な
さ
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つ
て
、
ご
自
身
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
な
ん
て
の
は
、
さ
ら
に
恐
る

べ
き
事
で
す
。
恥
ぢ
て
下
さ
い
。
人
間
な
ら
ば
恥
ぢ
て
下
さ
い
。
恥

ぢ
る
と
い
ふ
の
は
人
間
だ
け
に
あ
る
感
情
で
す
か
ら
。）
ま
る
で
も

う
地
獄
の
亡
者
が
つ
か
み
合
ひ
の
喧
嘩
を
し
て
ゐ
る
や
う
な
滑
稽
で

悲
惨
な
図
ば
か
り
見
せ
つ
け
ら
れ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。

　
　
　
「
地
獄
の
亡
者
が
つ
か
み
合
ひ
の
喧
嘩
を
し
て
ゐ
る
や
う
な
滑
稽
で
悲
惨

な
図
」
に
は
、
髪
の
毛
な
ど
を
掴
ん
だ
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
他
に
、
お
金

を
掴
も
う
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
あ
ろ
う
。
語
り
手
は
「
あ
な
た
だ
つ
て
」

と
、
不
特
定
の
読
者
に
語
り
か
け
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
貨
幣
を
貯

め
る
、
使
う
こ
と
に
、
一
般
的
に
「
隣
人
を
罵
り
、
あ
ざ
む
き
、
押
し
倒
」

す
よ
う
な
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
赤
ん
坊
の
と
こ

ろ
に
紙
幣
が
集
ま
る
（
貯
ま
り
、
使
用
さ
れ
る
）
と
い
う
の
は
、
好
ま
し

く
な
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
引
用

文
の
最
初
に
は
、「
こ
の
世
の
中
の
ひ
と
り
で
も
不
幸
な
人
の
ゐ
る
限
り
、

自
分
も
幸
福
に
は
な
れ
な
い
と
思
ふ
事
こ
そ
、
本
当
の
人
間
ら
し
い
感
情
」

と
あ
る
。
娼
婦
の
子
供
と
い
う
誰
か
ら
も
望
ま
れ
ぬ
人
間
、「
不
幸
な
人
」

は
、
こ
の
赤
ん
坊
の
他
に
も
無
数
に
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
不
幸
な
人
」
た
ち
の
た
め
に
お
金
を
使
い
、
不
幸
を
取
り
除
こ
う
と
す

る
こ
と
こ
そ
「
人
間
ら
し
い
」
行
い
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

赤
ん
坊
の
も
と
へ
紙
幣
が
集
ま
る
の
は
、
語
り
手
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ

と
に
違
い
な
い
。
貨
幣
を
貯
め
る
こ
と
や
使
う
こ
と
が
隣
人
を
欺
く
こ
と

に
つ
な
が
る
の
は
、「
不
幸
な
人
」
以
外
の
人
々
に
関
し
て
で
あ
る
。

（
こ
う
ち　

し
げ
お
・
北
九
州
市
立
大
学
文
学
部
准
教
授
）


